
新
規

継
続

■ □

□ ■

□ ■

■ □

□ ■

・泉サポートプロジェクトに参画している団体のノウハウを活用し、高齢者の健康づくり・高齢者の居場所の充実等泉区ア
クションプランに基づく各種取組を進めていただきました。次年度も引き続き、アクションプランの推進にむけた各種取組の
実施を期待しています。
・交通の便の悪いエリア・山坂エリアについては、地区踏査やアセスメントに基づいた介護予防講座や地域ケア会議等を
開催し、地域づくりを念頭に置いた事業展開をされています。特に、地域ケア会議については、地域課題を共有し、集約し
た意見をもとに地域資源の創出に向けた検討を次年度も継続していただき、発展していくことを期待します。
・チームオレンジ事業では、9月のアルツハイマー月間にあわせ、踊場だいだい祭を開催し、認知症の知識の普及啓発と
あわせ、認知症に関する興味・関心を引くイベントを実施しました。次年度も、認知症の方が住み慣れた地域で生活を続
けていけるよう、取組を推進してください。
・中田・しらゆり両地区における取組を積極的にサポートするとともに、地域での新たなつながりを構築しながら、地域特性
を活かした事業を提案・展開しています。今後も地域の身近な相談窓口として、ケアプラザの強みを活かした取組を推進
してください。

令和６年度 踊場地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
　中田しらゆり地域は、古くから地域活動が活発な地域です。長後街道の沿線は平成11年の市営地下鉄開通と長後街道
の拡張工事により都心への通勤圏となり、子育て世代など若い新住民が増加しています。それにあわせて子育て支援の
需要が増加し、また新住民が町内会をはじめとした地域組織にいかにスムーズに溶け込むことが出来るかが課題となっ
ています。一方で葛野地区周辺やしらゆり地区など幹線道路から遠い地域は、高齢化が進んでいます。特にしらゆり地域
は高齢化が進んでおり、また坂が多く閉じこもりやすい地形ということもあり、介護予防や支援が必要な高齢者の早期発
見が課題です。
　本年度は地域の方が認知症を知る機会となるようなイベントを開催します。また戸塚高校定時制との連携や子ども食堂
への支援等若年世代を対象とした取り組みを進めます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地域の方々が認知症について知る機会を増やすためのイベントを開催します。

ケアプラザ全職員を対象とした研修を年3回実施します。内１回については人権研修を行います。

引き続き戸塚高校定時制と連携をしながら居場所作りや食支援、社会体験の場としても活用いただきながら、若
者支援のノウハウを蓄積し広く受入れができる環境を整えていきます。

交通の便の悪いエリア・山坂エリアで社会参加やロコモ予防の必要性を伝える講座を開催します。

泉サポートプロジェクトに参加している団体の様々なノウハウを活用し、地域のサロンに出張講座という形で連携
をし、サロンの活動の幅を広げ活動が継続できるようにアドバイスしていきます。

　9月のアルツハイマー月間にあわせ、踊場だいだい祭を開催しました。ニンテスト、認知症カフェのプログラムの実演、ふ
まねっと運動体験にくわえ、協力医のはきいクリニック波木井Drからの講演を行い、認知症の普及啓発に努めています。
　交通の便の悪いエリア・山坂エリアの白百合地域でで暮らし続けるための歩行機能・体力アップの検討を住民とともに行
い、「ゆりアップ講座」を実施しました。
　昨年に引き続き戸塚高校定時制の生徒への支援を行いました。本年は当所を利用している子ども食堂の方々による食
支援や、運営協議会メンバーである歯科医師のご協力のもと、食支援の際に口腔チェックを実施しました。
　泉サポートプロジェクトに参加している施設とサロンとをつなぎ、高齢でも出来る体操を指導していただき、サロンへの支
援、サポプロの活発化に努めました。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

情報提供や相談支援を通じて、委託先の居宅介護
支援事業所においても基本的な考え方が一致した介
護予防ケアマネジメントを実施することができている。

【その他料金】なし

居宅介護支援事業

自立支援に資するケアプラン作成を行い、専門性の
高い相談援助を行います。

【その他料金】なし

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和６年度踊場地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

居宅支援事業所や介護サービス事業所を紹介する
際、ハートページ等の事業者一覧を活用しご相談者
に複数の選択肢を示し、最終的は判断ができるよう
努めます。また特定の事業所に偏ることがないよう、
地域の事業所と連携を取っていきます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

全職員を対象にした人権研修を開催します。また、個
人情報保護については、各事業で研修を行い徹底を
図ります。
職員による施設危険個所点検を行い、危険個所の発
見と改善を図ります。
通所介護では、毎月職員会議にてヒヤリハット報告を
行い事故の可能性を職員で共有します。

上記の通り、相談業務を行うことが出来ました。
事業所の変更を希望する相談については、ご相談者
のご意向を聞き取ったうえ、ハートページ等を活用し
新しい事業者を紹介し、サービスが途切れないように
調整しました。

個人情報保護については、チェックシートを用いた研
修を各事業で行いました。職員全体研修として様々
なハラスメントを知る研修を行いました。

利用
料金

334名 118名

包括3職種5名
予防プランナー2名

主任介護支援専門員2名
介護支援専門員2名



目標

実施
体制

職員
体制

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

ご利用者様一人一人に寄り添った
個別対応の介護を提供します

【実施日数】353日

【提供時間】9:25～16:30

【定員】11名

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】食事代780円【その他料金】食事代780円

【実施日数】353日

【提供時間】9:25～16:30

【定員】37名（1号通所介護含む）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】

ご利用者さまの口腔機能向上を推
進します。
ご利用者様個々に合わせた機能
訓練を実施します。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

左と兼務

契約
者数
等

【延べ利用者数】8808名 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】2777名

【契約者数】108名 【契約者数】 【契約者数】29名

生活相談員6名　介護員15名　看
護師4名　歯科衛生士1名　管理栄
養士1名　その他10名



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

18,118,035 139,658 18,257,693 17,928,153 329,540 横浜市より

460,500 460,500 230,000 230,500

3,990,000 0 3,990,000 52,995 3,937,005

0 0

0 0 0

3,990,000 3,990,000 52,995 3,937,005

0 0

22,568,535 139,658 22,708,193 18,211,148 4,497,045

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,189,535 0 13,189,535 13,052,944 136,591

10,989,535 10,989,535 10,989,535

1,400,000 1,400,000 1,400,000

400,000 400,000 400,000

100,000 100,000 100,000

0 0

0 0

300,000 300,000 13,052,944 △ 12,752,944

1,300,000 0 1,300,000 1,222,933 77,067

80,000 80,000 103,507 △ 23,507

200,000 200,000 221,098 △ 21,098

30,000 30,000 23,771 6,229

0 0 0

100,000 100,000 128,054 △ 28,054

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0

200,000 200,000 182,490 17,510

10,000 10,000 0 10,000

0 0 0 0

30,000 30,000 3,100 26,900

100,000 100,000 42,668 57,332

0 0 0 0

0 0 575 △ 575

50,000 50,000 61,000 △ 11,000

500,000 500,000 456,670 43,330

500,000 0 500,000 425,317 74,683

0 0 0

500,000 500,000 425,317 74,683

0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

7,105,000 0 7,105,000 6,489,610 615,390

2,500,000 2,500,000 2,500,000

2,955,000 300,000 300,000

300,000 550,000 550,000

550,000 0 550,000 0 550,000

空調衛⽣設備保守 350,000 350,000 350,000

消防設備保守 100,000 100,000 100,000

電気設備保守 50,000 50,000 50,000

害⾍駆除清掃保守 50,000 50,000 50,000

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 0 0 0

300,000 300,000 300,000

500,000 500,000 6,489,610 △ 5,989,610

474,000 474,000 297,460 176,540 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

22,568,535 0 22,568,535 21,488,264 1,080,271

0 139,658 139,658 △ 3,277,116 3,416,774

460,500 0 460,500 230,000 230,500

500,000 0 500,000 425,317 74,683

△ 39,500 0 △ 39,500 △ 195,317 155,817

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

令和６年度　「踊場（施設名）」

⽀出の部

科⽬

収⼊合計

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

⾃動販売機⼿数料
その他

その他

印刷代

⼈件費
本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費

印刷製本費

消耗品費
会議賄い費

旅費

⼿数料

通信費
使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料

その他

清掃費

修繕費

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

地域協⼒費

事業費

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

その他

機械警備費
設備保全費

共益費
その他

公租公課
事業所税
消費税
印紙税

管理費
光熱⽔費

運営協議会経費

その他

太陽光発電設備及び蓄電池保守点検
太陽光発電設備及び蓄電池保守点検

太陽光発電設備及び蓄電池修繕（追加）
太陽光発電設備及び蓄電池修繕（追加）

SNSによる広報業務等モデル実施（追加）
SNSによる広報業務等モデル実施（追加）



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

36,206,123 166,943 36,373,066 34,833,509 1,539,557 横浜市より
154,000 0 154,000 154,000 0 横浜市より

5,936,186 27,125 5,963,311 5,963,311 0 横浜市より
300,000 0 300,000 300,000 0 横浜市より

0 236,550 △ 236,550

0 0 0

0 0 0

2,454,500 0 2,454,500 39,000 2,415,500

0 0

0 0 0

2,454,500 2,454,500 39,000 2,415,500

0 0

45,050,809 194,068 45,244,877 41,526,370 3,718,507

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

39,778,809 0 39,778,809 36,561,027 3,217,782
39,778,809 39,778,809 39,778,809

0 0
0 0
0 0
0 0 ハマふれんど

0 0
0 36,561,027 △ 36,561,027

1,902,000 0 1,902,000 2,425,755 △ 523,755
0 74,235 △ 74,235

1,902,000 1,902,000 361,895 1,540,105
0 18,417 △ 18,417
0 0 0
0 301,428 △ 301,428

0 0 0 0 0
⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 28,100 △ 28,100
0 14,157 △ 14,157
0 0 0
0 913,674 △ 913,674
0 5,000 △ 5,000
0 708,849 △ 708,849

1,384,000 0 1,384,000 1,224,307 159,693
630,000 630,000 357,000 273,000
100,000 100,000 328,835 △ 228,835
154,000 154,000 154,000 0
300,000 300,000 104,835 195,165
200,000 200,000 279,637 △ 79,637

0 0
1,860,000 0 1,860,000 1,725,080 134,920

800,000 800,000 800,000
690,000 690,000 690,000
80,000 80,000 80,000

190,000 0 190,000 0 190,000
空調衛⽣設備保守 100,000 100,000 100,000
消防設備保守 30,000 30,000 30,000
電気設備保守 30,000 30,000 30,000
害⾍駆除清掃保守 30,000 30,000 30,000
駐⾞場設備保全費 0 0 0
その他保全費 0 0 0

100,000 100,000 100,000

0 1,725,080 △ 1,725,080
126,000 126,000 79,070 46,930

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

45,050,809 0 45,050,809 42,015,239 3,035,570
0 194,068 194,068 △ 488,869 682,937

0 0 0 236,550 △ 236,550
754,000 0 754,000 867,307 △ 113,307

△ 754,000 0 △ 754,000 △ 630,757 △ 123,243

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

その他

共益費
その他

公租公課

その他
管理費

その他

事業所税
消費税
印紙税

光熱⽔費

機械警備費
設備保全費

清掃費

修繕費

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

⼈件費
本俸

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

協⼒医

その他
その他

リース料

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費

その他

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

指定管理料【⽣活⽀援】

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】

令和６年度　「踊場地域ケアプラザ」

科⽬

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援・チームオレンジ＞

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

指定管理料【チームオレンジ】

社会保険料
⼿当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】

振込⼿数料

通信費
使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費

その他
事業費

⼿数料
地域協⼒費

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】



令和６年４月１日～令和７年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

19,900 20,759 -859 0 29,870 25,184 4,686 105,400 95,040 10,360 43,230 40,328 2,902

0 0 0 0 0 0 0 0 0 480 646 -166 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

利用者外給食費 0 0 0 480 646 -166 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

19,900 20,759 -859 0 0 0 29,870 25,184 4,686 105,880 95,686 10,194 43,230 40,328 2,902

4,000 1,300 2,700 0 22,480 23,810 -1,330 74,960 77,031 -2,071 38,850 38,464 386

0 0 0 750 702 48 3,010 5,437 -2,427 1,390 2,453 -1,063

0 0 0 0 0 0 7,180 6,498 682 2,520 2,275 245

0 0 0 260 245 15 12,620 7,902 4,718 5,420 3,218 2,202

15,200 16,645 -1,445 0 0 0 800 601 199 4,000 4,545 -545 0 122 -122

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 15,000 16,525 -1,525 0 0 0 0

車両購入 0 0 0 4,000 4,300 -300 0

固定資産購入 200 120 80 0 800 601 199 245 -245 0 122 -122

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

19,200 17,945 1,255 0 0 0 24,290 25,358 -1,068 101,770 101,413 357 48,180 46,532 1,648

700 2,814 -2,114 0 0 0 5,580 -174 5,754 4,110 -5,727 9,837 -4,950 -6,204 1,254

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和6年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：踊場地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 地域密着型通所介護



踊場地域ケアプラザ　

1 スマホ講座 令和3年度 ５：共催（１と３）
２：発展させる
ねらい

70歳以上の方を対象に、スマホの基本的
な操作方法について学んでもらい、これを
使用することで孤立化の防止、防災情報
の獲得などに役立ててもらう。

１：高齢者
スマホの基本操作についての講義、参加者から自由な質
問を受け付ける。4月～7月の月2回、全14回開催予定。

27 0 108 0

2 みんなで歌おう会 平成26年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

歌を通した仲間作り

５：地域 月1回開催。 11 0 277 0

3 園芸ガーデニング入門講座 令和4年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

屋上庭園を活用した地域交流を目的とし
た事業。終了後ボランティアとしてご協力
いただくことも視野に入れつつ行う。 ５：地域

屋上庭園及びケアプラザ周りの花壇を使った実地と座学
を交えて講座を行う。

10 0 61 0

4 歌うチャーミング体操 平成26年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

高齢者の健康維持・介護予防・認知症予
防

１：高齢者 第2第4火曜日14時半～15時半 22 0 355 0

5 ぺんぎんテラス 令和5年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て支援の活動を希望する地域の方よ
りのご相談をきっかけとして立上げ。既存
の地域子育て支援の隙間を埋める形で日
時や内容を設定。

３：養育者及
び乳幼児

毎月第3土曜日10時～11時。主に保護者へのサポートに
重点を置く。

12 0 24 0

6 すずらん 平成19年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

高齢者の健康維持・介護予防

１：高齢者

月2回。高齢者を対象としたフラダンス教室。一般のフラダ
ンス教室と異なり、虚弱な高齢者にも配慮を行い同じ曲を
練習する、練習のあとお茶会をするなど、運動だけではな
く社会交流も即する内容。

16 0 166 0

7 0から始める腹話術 令和6年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

腹話術を通した仲間づくりと地域への愛
着を深める。また地域活動への協力など
を通し地域デビューへ繫げる。 ５：地域

月1回。腹話術の基本技術に関する講義とオリジナル台本
作りにも挑戦。

12 0 60 0

8 親子野菜体験塾 平成19年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

野菜づくりを通して、子どもや子育て中の
親など若い世代と農家や地域ボランティ
アとの交流を行う。泉区の産業である農
業を理解してもらう。食育など

４：子ども・青
少年

地域の農家より土地を提供していただき、子どもとその保
護者が野菜づくりを行う。8月～12月、全7回の予定

7 0 157 0

うち
オンライ

ン
実施回
数

うち
オンライ

ン
参加人数

合計

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

そ
の
他

延べ
参加
人数

令和6年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期

活

事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



うち
オンライ

ン
実施回
数

うち
オンライ

ン
参加人数

合計

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

そ
の
他

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期

活

事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

9 夜ゆるヨガ 令和6年年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

様々な形での地域活動へ参加のきっかけ
作り。金曜の夜間に実施し仕事帰りでも
参加できる活動とする。 ５：地域

月1回、金曜夜間に実施。ヨガインストラクターの方にご協
力いただき「癒し」をテーマに実施。

7 0 77 0

10 腹話術発表会 令和6年年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

腹話術を活用した地域活動の創出。多様
な方の地域活動参加のきっかけとする。

５：地域
「0から始める腹話術」にご協力頂ている先生を通じ「腹話
術師」の方々による地域に向けた発表会「0から始める腹
話術」参加者も披露。

1 0 25 0

11 踊場寄席 令和5年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

気軽に楽しめる場としてケアプラザを活用
していただく

５：地域
元々ケアプラザを会場に寄席を事業として実施していたグ
ループの解散に伴い、有志の方に引き続きご協力いただ
きケアプラザ自主事業として実施。

1 0 40 0

12 おどりばねこまつり2025 令和4年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させる
ねらい

踊場」の由来と言われる昔話「踊場猫伝
説」をテーマに地域団体や商店などと連
携し地域への愛着の醸成と地域活性を目
指す。

５：地域
踊場猫伝説を元にした腹話術の披露と中田しらゆり両地
区社協協力による防災用薪ストーブを活用した焼き芋を行
う。

1 0 125 0

13 介護者懇談会 平成14年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者同士の交流の場作り。

５：地域
介護者同士の交流を通じて、情報交換や仲間作りができ
介護の負担軽減ができるようにする。
基本：月1回　（第１水曜日）

12 0 73 0

14
相続・遺言講座
成年後見制度講座

令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

将来のことを自己選択・決定ができるよう
に、老い仕度、終活のことを考えてもら
い、エンディングノートの作成のきっかけ
を作る。

５：地域
専門家に相続、遺言、成年後見制度・家族信託について
講話してもらい、終活のことを考えてもらう。 2 0 43 0

15 終活セミナー（断捨離編） 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民の方が生前整理の意識が持て
るようにする。

５：地域
生前整理の一環として、断捨離をテーマ（入門編）に講座
を開催し、意識し話し合えるきっかけになると良い。

1 0 26 0

16 スマホ活用講座 令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

生活に役立つすぐに使えるアプリを紹介
し、スマホを活用できる場面が増やしてい
きたい。 ５：地域

生活に役立つアプリの紹介をし、スマホを活用できるため
の講座を開催します。

1 0 8 0



うち
オンライ

ン
実施回
数

うち
オンライ

ン
参加人数

合計

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

そ
の
他

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期

活

事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

17 Zoomでつながるルーム 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

自宅にいながらZoomを活用し、身近な暮
らしに役立つ情報を取得できるようにす
る。 ５：地域

Zoomにより、定期的に健康づくりや介護予防の動画が視
聴できたり、防犯や権利擁護に関する情報を共有できるよ
うにする。

4 4 13 13

18 踊場だいだい祭 令和6年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域の方への認知症理解の促進と、認知
症カフェの認知度を上げるためのイベント

５：地域

アルツハイマー月間に合わせて９月に開催。
認知症になっても住みやすい地域づくりが目的。認知症予
防としてふまねっと運動、認知症当事者が通える場所とし
て回想法、音楽療法のプログラム体験。ケアプラザ協力医
から認知症についての講話。２月、３月には軽度認知症の
対象者に向けて、アート作品を鑑賞しながら対話を行うプ
ログラムを実施。

6 0 102 0

19

21

22

23

24

25
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